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1 ．は じ め に

　既報で ある
， 池田 ほか （1997 ） ， 池 田 ほか （1998 ） ， 池 田 ほか （1999 ） ，

池 田 ほ か （2000 ） 及び 池 田ほ か （2001 ） に引き続き ， 極 め て 保存状態 の よ い 含コ ラ
ー

ゲ ン 試 料2点が得 られ た の で ，
14C

測 定を行 っ た 結果 を 報告 す る．

2 ．試料調製 と加 速器質 量 分析 計 に よ る
1

℃ 測 定

　方法 は 有田 ほか （1990） お よ び 中村 ほか （1996） を改 良 した もの で あ る ． 試料 を

カ ッ タ
ー

ナイ フで 細 か く削 り出 し ， ア セ トン で洗 っ て付 着 して い る 可 能性の ある 有機

化 合物 を溶か し落 と した． 次い で 1．2N 水酸化 ナ トリウム 溶 液に 浸 して 超音波洗浄 し

た． さ らに 1．2N 塩 酸中で 超音波洗浄 した の ち ， 蒸留水 で よ く 洗 っ て 凍結 乾燥機 を用

い て 乾燥 させ た ．

　乾燥 した試料を ， 約1gの 線状酸化銅 と共 に ， あ らか じめ 1000℃ で 焼き だ し た 直径

9  
， 長さ 34cm の バ イ コ ール 管 に入 れ ， 真空ライ ン に 接続 排気し 封管 した ． こ れを

電気炉 内で 850℃ で 約2時 間加 熱 して 試料 中の 炭素 を二 酸化 炭素に 変え た ．

　真空 ラ イ ン 中で ， 液 体 窒 素 （−196℃ ） 及 び液 体 窒 素 で 冷却 し た エ タ ノー ル （約
一100

℃ ）及 び ペ ン タン （−129℃ ） を 寒剤 と して 用 い て 二 酸化炭 素を 精製 し た ． さ らに ， 約

15mg の 鉄粉 末 を触媒 と して ， こ の 二 酸化炭素を水 素還元 して グ ラ フ ァ イ トを作成 し

た（Kitagawa 　et 　al
，
1993 ）． 出来た グラ フ ァ イ トを 乾燥し た 後 ， アル ミ ニ ウム 製の 試料

台 に圧 入 して ター ゲ ッ トを 作成 し た ． 国際的 に標 準体 と し て 用 い られ て い る 蓚酸

（NBS −MR −49）を標準体 と し（Mann ，
　W ．　 B ．

，
1983 ； StUiver

，
　 M ．

，
1983 ）， 名古屋 大学年代

測 定総 合 研究セ ン タ
ー

に 設 置 さ れ て い る タ ン デ トロ ン加 速 器質 量分析 計 に よ り
14C

測

定 を行 っ た ．

3 ，結果 及び 考察

　Table　1に ， 各試料の 炭素含有率，
14C

年代及 び δ
13C

を 示 し た ．両 試料 と も， 現代の

生 物 に 由来す る も の で はな い と判 断 さ れる 。
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表 ユ　 含 コ ラ
ーゲン試料 の 炭素含有率 ，

’4C

年 代及 び δ
13C

Table　1　 Carbon 　content
，

14C
　a　e　and δ　

i3C
　of 　colla 　 en 　containin 　 sam 　les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 δ　
i3C

　by
Sample　No ，　　 C　content 　！％　　

14C
　age ／BP

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 Tandetron　II／％

IVORY −36

1VORY −37

52549

．7

28830± 160

27960± 160

一26

−31

measurement 　error 　of δ
13C

： ± 1％o
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 We  measured  carbon  content,'℃  age  and  6 i3C  of  2 collagen  containing  samples  which  were

prepared by a simple  preparation method.  We  cut off  smal1  pieces from  each  sample  with  a cutting

knife, washed  with  acid-alkali-acid method  and  combusted  them  to produce C02, instead of  collagen

extractlon.

 Both samples  showed  low 
i`C

 content,  showing  they are fossil samples  not  afEected  by nuclear

bomb  effect.
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